
よこはま民児協だより瘍

ロ

「い

7

し は ま

朦提惚だよ曝
拿  |■ 苺

令不□4

躙脩飩 諫勒鰤饒
゛ 奮′寧

筆 驚 簿 摯 拿 擁 務 魯 羅 e螢 豪 薔 螢 鰺 鬱 譲 爾 ° 鋳 鱗 惨 鶴 螢 華 趣 滲 華 崚 鶯 策 苺 肇 織 饉 ° 鉾 苺 苺 参 薩 惨 薔 彗 金 議 鶯 議 篠 磯 霧 簿 警 。 簿 拳 簑 難 華 驀 鬱 難 蟻 苺 苺 書 苺 篠 驚 畿 簿

1苺 |

年12月の一斉改選で市民児協の会長に就任いたしました。4311人の仲間と共

にこれから3年間活動していきたいと思います。今私たち民生委員児童委員が置かれて

いる環境は前期の一斉改選以後大きく変わりました。永年にわたり携わってこられた委

員の方をはじめ、期の浅い委員の方も社会活動の変化に戸惑いながら活動を続けてこら

れたことでしよう。しかしながら、民生委員児童委員活動の信条は変わりないと思って

います。私たちは同じ地域の隣人として、或いは顔と顔がつながる強みを生かして地域の課題に取り組み地

域福祉に関わつていきます。新任の委員の方は地域との日頃の関係作りを進めていく事で課題の発見や解決

への協力を得ることができ、活動の負担軽減にも繋がると思います。委員―人ひとりの生活環境は異なりま

すが、無理の無い範囲での活動を模索しながら地域の「つなぎ役」としてやりがいを感じる活動を共に進めて

いきたいと思います。  ||■■||

横浜市民生委員児童委員協議会 会長 石丼 マサ子
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却 報 告
2018年に開催された沖縄大会以降、台風や新型コロナウイルス感
染症の影響で中止や規模縮小を余儀なくされていましたが、感染対策

のもと全国から約2,600人の民生委員・児童委員、民児協関係者が一
堂に会し、第91回全国民生委員児童委員大会が令和4年 10月 19日

(水 )、 20日 (木 )|こ愛矢□県名古屋市で開催されました。

大会 1日 目のカレーハウスCoCo壱番屋創業者である宗次徳二氏に
よる特別講義「みんなの幸せのために～人に寄り添い助け合う社会～」

では、宗次氏が行われている寄付等の社会貢献活動や熱い想いをうか

がいました。

大会 2日目のシンポジウム「こども家庭庁とこれからの児童委員活動」
では、松原康雄氏 (明治学院大学名誉教授)の コーディネートのもと、

3名のシンポジストが行政 。社協・民児協それぞれの立場から発表を

行いました。松下明氏 (全国民生委員児童委員連合会副会長)の発表で

は『こども家庭庁設置や制度改正により活動環境が変わることはあるが、

民生委員 。児童委員、主任児童委員の活動の目的や子どもたちや子育

て家庭に向ける思いやりのまなざしは不変である』ということを再確

認することができ、今後の活動について改めて考える機会となりました。

大会 1日 目 式典の様子

市民児協理事18名・事務局2名で参加しました
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. ‐よこはま民児協だより

令和4年 12月 一斉改選が行われました
今回の一斉改選では 1,093名 の委員を新た
にお迎えし、新体制での民生委員・児童委員

活動がスタートしました。

「新任研修や引継ぎを受けても、何から始

めればいいのかわからない」という新任委員の

方や、「先輩という立場になったが、新任委員

を引つ張つていけるか不安」と感じられている

委員の方も多いのではないで しょうか。

新体制がスター トした今、

改めて民生委員活動の基本

を振り返りましょう。

け自

な老
鬱ボ

曲動と家族の健康な ‐

第一に、無理のなしヽ範囲で

楽しく活動するこ妙究慧翻

プラザ、

最初の修 を踏み出すことは

難わしヽが、地域活動に顔を出し、

晰 員の観点漱紳也域に

目を画己つてしヽきましょう。

弛鰈鳳雖文慟仁絋麒薇鰊メッ腋―鞣

:‐

一人で抱え込まず、

仲間同士で相談し合い、

支え合つて活動して

曇 いきましょう。  ..

わからないことは

先輩委員に

相談しましょう。

横浜市健康福祉局地域支援課

昨年は、3年に一度の一斉改選が行われ、地域の皆様から推薦された民生委員・児童委員及
び主任児童委員、合計4,311人の方が、12月 1日 に厚生労働大臣及び横浜市長から委嘱を受け
ました。

民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様には、地域住民の皆様の見守り、生活上の困りご
とや心配事の相談に応じ、地域ケアプラザをはじめとした関係機関等につなぐことで、問題の
深刻化を未然に防いでいただいています。

横浜市としましても、地域共生社会の実現をともに目指し、民生委員の皆様が活動しやすく
なるようなご支援や、地域の中で、民生委員活動への理解を深めるとともに、興味を持つてく
ださる方が増えるようなPR活動などに一層努めてまいります。
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今回、リーフレットを

作成しました
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磯疵ナ漑爾鰺薇遍燿

けつけ跛鰤暉難雖涸燿魏冬
コロナ禍の中で、ひとり暮らし高

齢者等の支援が必要な方々が、地域

で孤立化を深めていて、最近、認知

症の方が増えてしヽるとの声も多く寄

せられています。汐見台地区で |よコ

ロナ禍だからこそ、日頃の民生委員

活動をしつかりと行おうと申合せ、手紙や電話を活用するなど、

様々な工夫をして訪間活動等に積極的に取り組んでいます。

年末には、介護負担の大きい寝たきり高齢者にお見舞い品を

お持ちし慰問活動も行つています。

また各棟に一人配置され見守り活動を行つている見守り員

の方と民生委員の連携を深め、地域の様々な課題を話合う情

報交換会を年 2回開催し、地域全体での支えあい活動にも積
極的に取り組んでいます。       会長 屋代 日召治

:髪筆多肇毒彗・ 革等緩へ :≒ :,I:

横浜市の北西部にある瀬谷区、私たちの地区の西

側は川を挟んで大和市です。

地区のスローガンは「健康長寿の里・本郷」

子どもから高齢者志で健康で明るく暮らせる地域

づくりを目指しています。

私たち民児協 |よ 11名でそのお手伝いをしています。

高齢者の見守り活動・食事会 (この 3年間|よコロナ
禍の為、健康づくりに脳トレなどのサロン活動に変更)、

子育て中のお母さんと子どもの集いを隔月で開催して

います。

◇回の一斉改選でベテラン 2名が退任し、少々心
細いところですが新任委員と共に地域や行政機関との

つながりを密にし、誰もが暮らしやすいまちづくりを

目指して活動していきたいと思つています。

会長 吉川 裕子

10月 23日 (日 )第 14回子ども虐待防止「オレン
ジリボンたすきリレー」が3年ぶりに開催されました。

今回|よじめてゴール会場になつた象の鼻パークに、

日頃から子どもたちを見守る団体が集結し啓発活

動を行いました。主任児童委員連絡会|よ風船ロケッ

ト・パラシユー ト・コマ・八ロウィンポンポンな

どの手作りのおもちゃを現地で作成、配布。好天

に恵まれ、たくさんの親子が立ち寄つてくださり、

たくさんの笑顔を見る事ができました。久しぶり

のイベントで私たち自身もとても楽しく活動させ

てしヽただきました。主任児童委員活動の周知がも

う少しできたらよかったという反省は、次回にしヽ

かしたいと思います。

ヽ

躙靡同躙靡靡躙隋鰤

塚

毎号 3区ずつ、
輸徴的な取纏みを

してしヽる輸区覆憑

0.虚|プてしヽきます。
聾轟|‐

夢珀夕鉤〆′′
隧
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■,11´ 二■|:■
2018年誕生の「豊岡ふらつとカフエ」|よ、認知症の人やその
家族、友人が気軽に立ち寄り交流できる場です。豊岡地区民児

協と鶴見中央地域ケアプラザで運営。毎月第 3土曜日の開催は、
コロナ禍による体上期間を経て昨年12月 に感染防止対策や人

数制限をして、再開。現在|よ不定期の開催となつてしヽます。

短時間でも楽しんで頂けるよう、八ンドベルやオカリーナ

の演奏を聞いたり、簡単な手話ダンスもしてしヽます。薬局の

方からの薬やワクチンのお話、

ケアプラザによる介護相談

の受付もしています。「楽し

かつた 1」 の声を励みに、一

同、長く続けられるよう頑

張つています。

会長 金谷 みどり
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ん
の
　
く
ら
し

の
　
し
あ
わ
せ
一
を
よ

り
多
く
の
方
が
実
感
で

き
る
街
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

緑

区緑
区
民
児
協
は
、
家

庭
も
各
自
の
仕
事
も
大

切
に
し
て
、
明
る
く
、

元
気
に
笑
顔
で
住
み
よ

い
緑
区
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

研修委員会 :○

広報紙作成委員会 :◎

政晴 ◎

港
北
区

笑
顔
で
顔
の
見
え
る
関
係
作

り
が
で
き
た
ら
幸
せ
で
す
。
支

え
合
い
助
け
合
う
、
そ
ん
な
地

域
の
つ
な
ぎ
役
に
な
れ
る
活
動

が
し
た
い
で
す
。
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菫

や
か
に
住
み
続
け
ら
れ
る

金
沢
区
」
を
目
指
し
て
、

区
民
児
協

一
体
と
な

っ
て

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

都
筑
区
「笑
顔
！
笑
顔
―
笑
顔
―
あ

な
た
の
笑
顔
が
支
援
に
繋
が

る
！
笑
顔
で
育
む
地
域
の
和
」

と
の
思
い
で
、
量
（に
活
動
し
て

い
き
た
い
。

南

区「
南

の

風

は

あ

っ
た
か
い
」
の

キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
と
お
り
、
温

か
く
優
し
い
気
持

ち
で
寄
り
添
い
な

が
ら
笑
顔
で
地
域

の
「見
守
り
役
」
と

し
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

泉
区誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
を
目
指
し
て
同
じ

地
域
に
生
活
す
る
隣

人
と
し
て
寄
り
添
い
、

仲
間
と
共
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

旭
区一
人
ひ
と
り
の
民
生
委
員
が
地
域

の
身
近
な
相
談
役
に
な
れ
る
よ
う
、
民

児
協
で
支
え
あ
え
る
運
営
、
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
谷

区

地
域
は
ま
さ
に
お
た
が

い
さ
ま
で
支
え
あ
う
も
の

と
感
じ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
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共
生
社
会
】
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。―
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直
知

神
奈
川
区

誰
も
が
健
や
か

に
．
安
心
し
て
喜
ら

せ
る
町
を
み
ん
な
で

つ
く
る
た
め
に
．
見

守
り
役
．
相
談
役
と

し
て
思
い
や
り
の
あ

る
地
域
活
動
に
務
め

ま
す
。

容子田
偏
一

武

保
土

ケ
谷

区

変
化
の
著
し
い
社

会
背
景
の
中
、
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て

住

民

に
寄

り

添

い
、

き
め
細
か
な
支
援
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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市
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
代
表

主
任
児
童
委
員
を
、
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
各
委
員

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

盆眩コ
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田

＜
梁

中
区笑
顔
と
リ
ス
●

ペ
ク
ト
す
る
心
を
　
．

忘
れ
ず
に
、
地
域

の
方
の
声
に
耳
を

傾
け
、
支
え
あ
い

住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

中村 好美 ◎

佐藤 明美 ○

黒川 暁博 ◎

【委員長】

【顧 問】
I委  員】

讐
‐.__.ξli`避._:

西
区ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
を

合
言
葉
に
、
地
域
に

栄
可
り
添
い
み
ん
な
で
、

に
‐こ
や
か
に
幸
せ

に

暮
ら
せ
る
町
を
創

っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
‐
―

磯
子
区

・

委
員
み
ん
な
で
し

っ
が

一

一
り
と
話
し
あ
い
●

力
を
出

一
し
合
ち
て
誰
も
が
安
心
し
て
、

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ

．く
り
に
取
組
み
ま
す
。

港
南
区
「社
会
奉
仕
の
精
神
」

に
頼
っ
て
い
て
は
難
し

い
時
代
。
コ
ロ
ナ
禍
を

超
え
て
「
や
り
が
い
」

「喜
び
」
、
そ
し
て
時
に

は
「楽
し
い
」
と
感
じ
れ

る
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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金
沢
区
　
　
．
●

「誰
も
が
安
心
も
て

屋代 昭治 ○

石井 マサ子 ○
(会長)

jll邊 正子 ○

戸
塚

区

「
誰
も
が
安
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
〓

を
目
指
し
、
力
を

て
ま
い
り
た
い
と

い
ま
す
。

木村 博子 ○

黒川 暁博
小嶋 優

本田 桂子 ○

栄
区地
域
の
困
り

き
合
い
、
誰
も

声
を
か
け
て
い

・　
　
地
域
の
相
談
役

民
生
委
員
活
動

ば
と
思
い
ま
す
。

一
　

一

し
て
心

．

戸
塚
区
」

一尽
く
し

一思

っ
て

こ
と
に
向
・

が
気
軽

た
だ
と
し
が
出

松浦

梁田

小林

中村

紅林

正義

理悪子

政晴

好美

千津子

^++フア†

鈴木

魚谷

典代

敦子

晶子

令和 4年 12月 の一斉改選により広報誌作成委員会は、
新メンバーも増えこの度、第 47号「よこはま民児協だより」
を作成しました。
3年間コロナウイルス感染症で民児協の活動も制限され
てきましたが今年度は、コロナ発症前に少しずつ戻つてい
くものと思います。
これからも皆様の活動にお役に立てる内容の広報紙を作
成してまいりますのでこ意見、こ要望がありましたらお知
らせください。

広報紙作成委員会 委員長 松浦 正義
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